
２０２５年度２月入試　大学院入試問題　解答または解答例

神学専攻　　　　　　　　領域（ 博士前期）
試験科目：外国語 （英語）

次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。

➀

➁

➂

④
⑤ ⑥

下線部①を日本語に訳しなさい。
キリストは諸民族の光である。そうであるからこそ、聖霊において参集したこの聖なる教会会議は、すべて
の被造物に福音を告げ知らせることによって、すべての人にキリストの光、すなわち教会の面に明るく輝く
光をもたらすことを切に望む。

下線部②を日本語に訳しなさい。
教会はキリストにおけるいわば秘跡、あるいは神との非常に密接な一致と全人類の統一のしるしと道具であ
るため、教会は今、教会の信徒と全世界に対して、自らの内なる本質と普遍的な使命をさらに完全に明らか
にすることを望んでいる。

下線部③を日本語に訳しなさい。
今日の世界の状況は、教会のこのはたらきにさらなる緊急性を加えている。それは、今日、さまざまな社会
的、技術的、文化的なつながりによってより密接に結びついているすべての人々が、キリストにおけるより
完全な一致を達成できるようにするためである。

下線部④を日本語に訳しなさい。
永遠の父は、自らの知恵と善による自由で隠された計画によって、全世界を創造した。

下線部⑤を日本語に訳しなさい。
彼の計画は、神のいのちの参与へと人間たちを高めるものであった。

下線部⑥を日本語に訳しなさい。
人類がアダムにおいて堕落したとき、父なる神は、人類を見捨てず、「見えない神の像であり、すべての被

造物の初子である」救い主キリストを念頭に置きながら、絶えず救いへの助けを差し伸べた。

次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。
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➀

➁

➂
④

⑤
⑥

語句： 神の母

下線部①を日本語に訳しなさい。
神のいのちは、キリストの教会における七つの秘跡、すなわち洗礼、堅信、聖体、ゆるし、病者の塗油、結
婚、叙階の秘跡を通して私たちに与えられ、私たちの内に養われる。

下線部②を日本語に訳しなさい。
私たちは真の光の母であるおとめマリアを崇敬し、彼女が永遠のおとめであり、神を宿した方であることを
告白する。彼女は神の母として私たちのためにとりなしを行い、その尊厳においてすべての天使の軍勢に勝
る。

下線部③を日本語に訳しなさい。
私たちは、使徒の上に築かれた教会と、公会議と地方の教会会議の重要な役割について、かなりの程度、同
じ理解を持っている。

下線部④を日本語に訳しなさい。
私たちの霊性は、私たちの儀式とミサ典礼において十分に深く表現されており、ミサ典礼は私たちの公の祈
りの中心とキリストの教会における私たちのキリストへの統合の頂点を構成している。

下線部⑤を日本語に訳しなさい。
私たちは信仰の断食と祝祭を守る。聖人の聖遺物を崇敬し、天使と聖人、生者と死者のとりなしを願う。

下線部⑥を日本語に訳しなさい。
これらのものは教会における証人たちの群れを構成している。彼らと私たちは主の栄光が生者と死者を裁く
ために現われるとき、主の再臨を希望をもって待ち望む。
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２０２５年度２月入試　大学院入試問題　解答または解答例

    　神学専攻　　　　　　　　領域（ 博士前期 ）
試験科目：専門科目 （ カトリック神学の基礎知識についての筆記試験 ）

問１．パウロは「キリストが復活しなかったのなら、わたしたちの宣教は無駄であるし、あなたが
たの信仰も無駄です」（一コリント ・ ）と言っている。ローマの信徒への手紙 章と 章および
コリントの信徒への手紙一 章 節～ 節を踏まえた上で、イエスの受難と復活がどのように人間の
救いに関係しているのかを述べよ。

以下の点について説明してあることが望ましい。
・キリスト教信仰の核心となる福音（よき知らせ）とは、「キリストが、聖書に書いてあるとおり
わたしたちの罪のために死んだこと、葬られ、三日目に復活し、ケファに現れ、その後十二人に現
れたこと」である。
・一人の人（アダム）の不従順によって罪が世に入り、死がすべての人に及んだように、十字架で
血を流したキリストの従順により、すべての人が義とされて命を得ることになった。
・こうして、御子の死によって神と和解させられた人間は、御子の命によって救われ、主イエス・
キリストを通して永遠の命という神の賜物をいただく。そのため、死者の中から復活したキリスト
は、眠りについた人たちの初穂と呼ばれる。
・このことを信じるキリスト者は、洗礼によってキリストと共に葬られてその死にあずかる者とな
り、それを通して御父の栄光によって死者の中から復活させられたキリストの永遠の新しい命にあ
ずかる。
・キリスト者の信仰を支える希望とは、最終的に死が滅ぼされ、復活した御子を通してこの世界に
おいて「神がすべてにおいてすべてとなられる」ことが実現することによって、全被造物が救いに
与るということである。
・以上のことから、復活信仰を持たないとキリスト教信仰にとって最も重要な核心を有していない
ことになるので、「信仰も宣教も無駄になる」とパウロは強調している。

問２．「教会はその本性上、宣教的である」とはどういう意味か。第二バチカン公会議文書『教会
の宣教活動に関する教令』 条～ 条を踏まえた上で、三一なる神（父と子と聖霊）による救いの業
と教会の使命がどのように関係しているのかを説明しながら述べよ。

以下の点について説明してあることが望ましい。
・地上を旅する教会が、父である神の計画に従って、御子の派遣（ ）と聖霊の派遣（ ）
とに由来すること。すなわち、教会の宣教的という本性は、いわゆる に由来するというこ
と。
・ここでいう派遣および宣教とは、単に教えを広めるということに留まらず、神が愛をもって自己
を伝えるという「自己譲与」のダイナミズムの中で理解すべきだということ。また人間に対する神
の自己譲与の歴史における展開がいわゆる「救済史」であるということ。
・父なる神は世界の創造において、ご自分のいのちによって被造物にいのちを与えた。この御父は
御子を人類に派遣したが、それは受肉という「われわれのために貧しい者となる」ことにおいて実
現し、その御子による救いの業は「すべての人のあがないとしてご自分のいのちをささげる」こと
を通して成就した。
・この救いの業が地の果てまで宣言され、広められるためにキリストは使徒たちを派遣したが、そ
の派遣を支えているのは、キリストによって御父のもとから派遣された聖霊である。キリストをお
とめマリアに宿らせ、キリストを宣教へと駆り立てた同じ聖霊が、教会を宣教へと動かしている。
・この使命は使徒たちから、ペトロの後継者である教皇と一致する司教団へと受け継がれたが、そ
れは教会全体の生活の模範と宣教、および秘跡などを通して、教会がすべての民族に派遣された
「救いの普遍的秘跡」としての召命を生きることによって実現する。
・このように宣教を本性として有する教会は、貧しい人々に福音を伝えるために遣わされたキリス
トの使命を継続し、歴史の中でそれを展開する。そのため、この宣教はキリストのそれと同じよう
に、貧しさ、従順、奉仕、死に至るまでの自己奉献によって行われてこそ、復活したキリストの永
遠のいのちへと人類を招くものとなる。
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